
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

月曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

レビ記 6:14～23  

すなわち、その中
なか

から穀物
こくもつ

のささげ物
もの

のひとつかみの小麦粉
こ む ぎ こ

と油
あぶら

を取
と

り出
だ

し、穀物
こくもつ

のささげ物
もの

の上
うえ

の乳
にゅう

香
こ う

全部
ぜ ん ぶ

といっしょに、この記念
き ね ん

の部分
ぶ ぶ ん

を、主
しゅ

へのなだめのかおりとして祭壇
さいだん

の上
うえ

で焼
や

いて煙
けむり

にしなさい。その残
のこ

った分
ぶん

は、アロンとその子
こ

らが食
た

べることができる。それを聖
せい

なる所
ところ

で種
たね

を入
い

れな

いパンにして食
た

べなければならない。それを会見
か い み

の天幕
てんまく

の庭
にわ

で食
た

べなけれ

ばならない。(15～16) インマヌエル教会 聖日 1 部 / 2011.2.20 

 
ファニー・クロスビーは悪

わる

い医
い

者
しゃ

の失敗
しっぱい

で赤
あか

ん坊
ぼう

のときに、両目
りょうめ

とも

見
み

えないようになりました。しかし、感謝
かんしゃ

を豊
ゆた

かにする生活
せいかつ

を送
おく

りま

した。使徒
し と

パウロも、いつもなおらない目
め

の病気
びょうき

で苦労
く ろ う

しました。見
み

た目
め

もかっこうよくないし、一 生
いっしょう

、なおらない不治
ふ じ

の病気
びょうき

も持
も

って

いました。しかし、感謝
かんしゃ

があふれる伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を送
おく

りました。私
わたし

た

ちも、この人々
ひとびと

が味
あじ

わった感謝
かんしゃ

を回復
かいふく

するうことができます。まず、

神様
かみさま

は神様
かみさま

の子
こ

どもではなかったときに持
も

っていた奴隷
ど れ い

体質
たいしつ

を直
なお

す

ように望
のぞ

んでおられます。どのように直
なお

せるのでしょうか。罪
つみ

と地獄
じ ご く

とサタンの権威
け ん い

から救
すく

われたことを感謝
かんしゃ

しながら礼拝
れいはい

をささげると

きに直
なお

すことができます。また、暗
くら

やみ・混
こん

とん・むなしい時代
じ だ い

にレ

ムナントとして呼
よ

んでくださったことに感謝
かんしゃ

しなければなりません。

感謝
かんしゃ

は霊的
れいてき

にも肉的
にくてき

にもすべての病気
びょうき

をなおす、すべての病気
びょうき

にきく

薬
くすり

だということです。 
フファァニニーー･･ククロロススビビーーののよよううにに、、パパウウロロののよよううにに、、感感謝謝

かんしゃ

ががああふふれれるる伝伝道道者者
でんどうしゃ

のの生生活活
せいかつ

ををささせせててくくだだささいい。。そそししてて、、

私私
わたし

のの 姿姿
すがた

をを通通
とお

ししてて、、ままわわりりのの人人
ひと

がが福福音音
ふくいん

のの 力力
ちから

をを見見
み

るるこことと

ががででききまますすよよううにに。。イイエエススささままののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

「感謝
かんしゃ

」という字
じ

を新聞
しんぶん

や雑誌
ざ っ し

からさがして、下
した

の 

○の中
なか

に３つ以上
いじょう

はってみましょう。 



 

 
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

火曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

へブル人への手紙 4:12  

神
かみ

のことばは生
い

きていて、力
ちから

があり、両刃
りょうば

の剣
つるぎ

よりも鋭
するど

く、

たましいと霊
れい

、関
かん

節
せつ

と骨
ほね

髄
ずい

の分
わ

かれ目
め

さえも刺
さ

し通
とお

し、心
こころ

の

いろいろな考
かんが

えやはかりごとを判別
はんべつ

することができます。 
専門宣教局訓練メッセージ / 2011. 2. 22 

 

ロロッッククフフェェララーーののよよううにに、、神神様様
かみさま

ののみみここととばばをを持持っってて、、

伝伝道道者者
でんどうしゃ

のの生生活活
せいかつ

にに挑挑 戦戦
ちょうせん

すするるレレムムナナンントトににななららせせててくくだだささ

いい。。イイエエススささままののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

ロックフェラーは、貧
まず

しい家庭
か て い

で育
そだ

ったのですが、お母
かあ

さんから

福音
ふくいん

を聞
き

いて育
そだ

ち、神様
かみさま

のみことばをそのまま信
しん

じながら祈
いの

る

生活
せいかつ

を送
おく

りました。神様
かみさま

はロックフェラーに経済
けいざい

の祝 福
しゅくふく

をくださ

り、ロックフェラーは神様
かみさま

がくださったもので多
おお

くの教 会
きょうかい

と学校
がっこう

をたてながら、人
ひと

を生
い

かす 働
はたら

きに全 力
ぜんりょく

をつくしたということで

す。ロックフェラーのように、神様
かみさま

の恵
めぐ

みを受
う

けた人
ひと

は、神様
かみさま

の

みことばが 必
かなら

ずなされる方法
ほうほう

を信
しん

じて祈
いの

って答
こた

えられました。レ

ムナントも最後
さ い ご

までみことばを握
にぎ

らなければなりません。聖
せい

日
じつ

礼拝
れいはい

のみことばでもよくて、子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

でも大丈夫
だいじょうぶ

です。

みことばを 心
こころ

に入
い

れていれば、今
いま

、 私
わたし

が 必
かなら

ずしなければならな

いことがなにであり、しなくてもよいことはなにか、区分
く ぶ ん

できて、

他
ほか

の人
ひと

を配慮
はいりょ

して 協 力
きょうりょく

できる余裕
よ ゆ う

も持
も

つようになります。そう

していれば、ますます、すばらしい伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を送
おく

るようにな

るでしょう。 

みことばを書
か

きうつしておぼえよう 

へブル人への手紙 4:12  

神
かみ

のことばは生
い

きていて、力
ちから

があり、両刃
りょうば

の剣
つるぎ

よりも鋭
するど

く、

たましいと霊
れい

、関
かん

節
せつ

と骨
ほね

髄
ずい

の分
わ

かれ目
め

さえも刺
さ

し通
とお

し、心
こころ

の

いろいろな考
かんが

えやはかりごとを判別
はんべつ

することができます。 
 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

水曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

ハガイ 2:1～9  

あなたがたのうち、以前
い ぜ ん

の栄光
えいこう

に 輝
かがや

くこの宮
みや

を見
み

たことのあ

る、生
い

き残
のこ

った者
もの

はだれか。あなたがたは、今
いま

、これをどう見
み

て

いるのか。あなたがたの目
め

には、まるで無
な

いに等
ひと

しいのではな

いか。(3)ミッションホームメンセージ / 2011.2.22 

 

日曜
にちよう

の子
こ

どもの礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に教 会
きょうかい

の先生
せんせい

と友
とも

だちといっしょに集
あつ

ま

って礼拝
れいはい

をささげるときは勝利
しょうり

しても、散
ち

って一人
ひ と り

でいるときや、

学校
がっこう

にいるときに、崩
くず

れるレムナントがいます。家
いえ

で一人
ひ と り

でいると

きはコンピュータ・ゲームやいろいろな環 境
かんきょう

で、生活
せいかつ

のバランス

が崩
くず

れて、がっかりして落
お

ちこんでしまっているレムナントも多
おお

い

ようです。集
あつ

まってもちゃんとすべきですが、散
ち

って家
いえ

や現
げん

場
ば

にい

るときにも勝利
しょうり

しなければなりません。それなら、散
ち

ったとき、ど

んな約
やく

束
そく

を堅
かた

く握
にぎ

らなければならないのでしょうか。神様
かみさま

を離
はな

れ

て、罪
つみ

とのろいの原理
げ ん り

でサタンの奴隷
ど れ い

の役割
やくわり

だけしていた 私
わたし

たち

を、一気
い っ き

にイエス・キリストが救
すく

ってくださいました。キリストが

なさった完全
かんぜん

なことを生活
せいかつ

で確認
かくにん

しなければなりません。完全
かんぜん

にイ

エス・キリストを 私
わたし

の主人
しゅじん

におむかえするとき、一人
ひ と り

でも勝利
しょうり

で

きるのです。 集集
あつ

ままっっててもも、、散散
ち

っっててもも、、イイエエスス･･キキリリスストトをを味味
あじ

わわっってて体体験験
たいけん

すするる証証 人人
しょうにん

ににななりりまますすよよううにに。。イイエエススささままののおお名名前前
な ま え

にによよっっ

てておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

めいろをとおってね 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

創世記 1:28  

神
かみ

は彼
かれ

らを祝 福
しゅくふく

された。神
かみ

は彼
かれ

らに仰
おお

せられた。「生
う

めよ。ふ

えよ。地
ち

を満
み

たせ。地
ち

を 従
したが

えよ。海
うみ

の 魚
さかな

、空
そら

の鳥
とり

、地
ち

をはう

すべての生
い

き物
もの

を支配
し は い

せよ。」賛美の働き人修練会/ 2011.2.23 19 

 

新
あたら

しい歌
うた

を主に歌
うた

え。全地
ぜ ん ち

よ。主に歌
うた

え。(詩篇
し へ ん

96:1) 

ササタタンンのの文文化化のの奴奴隷隷
ど れ い

ににななっってて苦苦
くる

ししんんででいいるる人人
ひと

をを生生
い

かかすすたた

めめにに、、ここれれかからら文文化化
ぶ ん か

戦戦争争
せんそう

とと霊霊的的
れいてき

戦戦争争
せんそう

をを始始
はじ

めめるるここととをを決決断断
けつだん

ししまますす。。私私
わたし

ととととももににおおらられれるるキキリリスストトのの 力力
ちから

をを体体験験
たいけん

ししてて、、

味味
あじ

わわいい挑挑 戦戦
ちょうせん

すするるレレムムナナンントトににななららせせててくくだだささいい。。イイエエスス

ささままののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

音楽
おんがく

を担当
たんとう

して神様
かみさま

をほめたたえることをまかされた天使
て ん し

が、だら

くして、サタン（悪魔
あ く ま

）になりました。サタンは音楽
おんがく

を活用
かつよう

して地球
ちきゅう

を掌 握
しょうあく

しています。神様
かみさま

に会
あ

うことができない人々
ひとびと

は言
い

うまでも

なく、サタンの文化
ぶ ん か

に 陥
おちい

っていて、レムナントまでも、創世記
そうせいき

３ 章
しょう

で作
つく

られた歌
うた

の文
ぶん

化
か

に深
ふか

く 陥
おちい

っています。今
いま

は文化
ぶ ん か

戦争
せんそう

時代
じ だ い

であ

り、霊的
れいてき

戦争
せんそう

時代
じ だ い

です。単 純
たんじゅん

にそのまま歌
うた

を歌
うた

うことで終
お

わるの

ではありません。なぜなら、音楽
おんがく

というものは、人
ひと

の 心
こころ

にとても強
つよ

い影
えい

響
きょう

力
りょく

をおよぼして、背後
は い ご

にはサタンが 働
はたら

くからです。反対
はんたい

に

福音
ふくいん

が入
はい

った音楽
おんがく

は、人
ひと

を簡単
かんたん

に生
い

かすでしょう。賛美
さ ん び

文化
ぶ ん か

チーム

がまず最初
さいしょ

に伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

をするようになれば、神様
かみさま

が大
おお

きい証拠
しょうこ

をくださるでしょう。福音
ふくいん

を持
も

ったレムナントが文化
ぶ ん か

と音楽
おんがく

分野
ぶ ん や

に

入
はい

って世界
せ か い

を生
い

かすことを願
ねが

いながら祈
いの

りで挑 戦
ちょうせん

しましょう。 

をさがして 色
いろ

をぬろう 

   ←韓国語
かんこくご

で 

  霊的
れいてき

戦争
せんそう

が 出
で

てくるよ 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

金曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

創世記 1:27～28  

神
かみ

は人
ひと

をご自身
じ し ん

のかたちとして創造
そうぞう

された。神
かみ

のかたちとして彼
かれ

を創造
そうぞう

し、男
おとこ

と 女
おんな

とに彼
かれ

らを創造
そうぞう

された。神
かみ

は彼
かれ

らを祝 福
しゅくふく

され

た。神
かみ

は彼
かれ

らに仰
おお

せられた。「生
う

めよ。ふえよ。地
ち

を満
み

たせ。地
ち

を

従
したが

えよ。海
うみ

の魚
うお

、空
そら

の鳥
とり

、地
ち

をはうすべての生
い

き物
もの

を支配
し は い

せよ。」 

(27～28) 伝道学 / 2011.2.26 

家庭
か て い

をはじめに造
つく

られた方は神様
かみさま

です。男
おとこ

と 女
おんな

を創造
そうぞう

して、

世
よ

の中
なか

を征
せい

服
ふく

する祝 福
しゅくふく

をくださいました。また、祝 福
しゅくふく

が子
こ

ど

もに伝
つた

えられることを望
のぞ

まれました。それで、家庭
か て い

は非常
ひじょう

に

大切
たいせつ

です。しかし、サタンは、家庭
か て い

をこわすために策 略
さくりゃく

をね

っています。策 略
さくりゃく

にだまされた家庭
か て い

には問題
もんだい

が 生
しょう

じて、さ

いごには家庭
か て い

がこわれることがますます多
おお

くなっています。

みなさんの家庭を攻撃してこわす者は、まさにサタンだとい

うことです。みなさんの家庭
か て い

はどのようですか。両 親
りょうしん

がイエ

ス様
さま

を信
しん

じて、家庭
か て い

礼拝
れいはい

がされていますか。両 親
りょうしん

の中
なか

で片方
かたほう

だけイエス様
さま

を信
しん

じるのでしょうか。そうでなければ、両 親
りょうしん

ともイエス様
さま

を信
しん

じないで、一人
ひ と り

だけ教 会
きょうかい

に通
かよ

っているので

しょうか。家族
か ぞ く

みんながイエス様
さま

を信
しん

じて家庭
か て い

礼拝
れいはい

をささげ

られるように祈
いの

ってみましょう。 
私私

わたし

のの家家庭庭
か て い

にに神神様様
かみさま

のの恵恵
めぐ

みみががああふふれれてて、、おお父父
とう

ささんん、、おお母母
かあ

ささんんととすすべべててのの

家家族族
か ぞ く

ががイイエエスス様様
さま

をを信信
しん

じじてて家家庭庭
か て い

礼礼拝拝
れいはい

ががささささげげらられれまますすよよううにに。。 私私
わたし

のの

家家庭庭
か て い

をを通通
とお

ししてて福福音音
ふくいん

がが伝伝
つた

ええらられれるる恵恵
めぐ

みみをを注注
そそ

いいででくくだだささいい。。イイエエススささまま

ののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

教 会
きょうかい

の週 報
しゅうほう

を参考
さんこう

にして、「家庭
か て い

礼拝
れいはい

の週 報
しゅうほう

」を作
つく

っ

てみよう 

家庭
か て い

礼拝
れいはい

週報
しゅうほう

 

 

＊家庭
か て い

礼拝
れいはい

の日
ひ

： 

＊時間
じ か ん

： 

＊使徒
し と

信 条
しんじょう

：みんなで 

＊さんび： 

＊代 表
だいひょう

祈
いの

り： 

＊聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

： 

＊みことば： 

＊献金
けんきん

/さんび： 

＊祈
いの

り： 

＊主
しゅ

の祈
いの

り： 

○の中
なか

に家庭
か て い

礼拝
れいはい

を 

ささげる人
ひと

の顔
かお

を 

かいてみよう 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

土曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 
 

マイクはレンガ工 場
こうじょう

の工 場 長
こうじょうちょう

です。最近
さいきん

、マイクはジョンの行動
こうどう

を観察
かんさつ

するのがおもしろくて、工 場
こうじょう

に通
かよ

っています。十二歳
じゅうにさい

のジ

ョンは、お父
とう

さんを早
はや

くなくして、レンガ工 場
こうじょう

で仕事
し ご と

をしていま

す。幼
おさな

い年
とし

でレンガ工 場
こうじょう

で仕事
し ご と

をすることも簡単
かんたん

ではないのです

が、ジョンは普段
ふ だ ん

よりもっと多
おお

くのことをして、毎日
まいにち

、レンガを一
ひと

つずつもらうことにしました。ジョンは、他
ほか

の子
こ

どもたちと違
ちが

って、

工 場
こうじょう

の仕事
し ご と

を遅
おそ

くまでするのに、いつも笑
わら

ってばかりいます。マ

イクは、ジョンの 姿
すがた

を観察
かんさつ

しながら、どこにレンガを持
も

っていく

のか気
き

になりました。 

日曜
にちよう

がやってきました。マイクは教 会
きょうかい

に行
い

ったのですが、雨
あめ

が降
ふ

っ

たためか、教 会
きょうかい

の入口
いりぐち

の泥
どろ

でくつや服
ふく

がよごれてしまいました。

マイクは、いやな気分
き ぶ ん

で教 会
きょうかい

に入
はい

りました。教 会
きょうかい

は人々
ひとびと

のくつの

せいで、すっかり泥
どろ

だらけでした。マイクは、いやな 心
こころ

で急
いそ

いで

礼拝
れいはい

をささげて家
いえ

に帰
かえ

りました。 

おはなし黙想
もくそう

４    

もっと たくさんの  

しごとを しても だいじょうぶ 

次
つぎ

の日曜
にちよう

が来
き

ました。また雨
あめ

が降
ふ

って、マイクは長靴
ながくつ

をはいて、教 会
きょうかい

に行
い

きまし

た。ところで、レンガ三十個
みじゅうこ

が教 会
きょうかい

の前
まえ

に敷
し

かれているではないですか。教 会
きょうかい

の

牧師
ぼ く し

がしたと思
おも

ったのですが、 1
いっ

ケ
か

月後
げ つ ご

にまた三十個
みじゅうこ

が敷
し

かれて 

いたのです。そのとき、はじめてマイクはジョンを呼
よ

びました。 

「ジョン、教 会
きょうかい

の広場
ひ ろ ば

に敷
し

いたレンガは、きみがしたのだろう」 

ジョンははずかしそうに、うなずきました。マイクは 

ジョンを見
み

ながら、とても反省
はんせい

しました。ジョンは、他
ほか

の人々
ひとびと

より 

多
おお

くの仕事
し ご と

をしながらも、楽
たの

しい 表 情
ひょうじょう

を隠
かく

すことができなかった 

理由
り ゆ う

があったのでした。まさに神様
かみさま

とともにいる奥義
お く ぎ

を 

味
あじ

わいながら、神様
かみさま

が 喜
よろこ

ばれることを本当
ほんとう

に 

分
わ

かったためなのです。 

かくし絵探
え さ が

し 

（さかな、ヨット、A、５、 

 てさげぶくろ) 


